
日本経済新聞社賞

―菓子―

[お店のᴫせ]

᫛和 9（1934）年、ᇸ⋢┴上尾市で、さつま芋の菓子の༺売をጞめる。

平成、ࡆあࡕ❧のᚋ、小売り店舗をࡑ 7（1965）年には上尾市の同社本店ᡤ在地に「彩

菓おおき」を開店さࡏた。

平成 13（2001）年、デࣃートなどの催事部㛛に販㊰をᗈࡆた。平成 26(2014)年には、

観光地小江戸川越に支店をオープン。᭦に令和 1 年(2019 年)にさつまいも菓子のブラ

኱ᮌ〇菓᭷㝈఍社 -ᙬ菓ᗡおお࣭ࡁⰞᒇึ௦௝ḟ㑻-

Ⱎ菓子ࢆ୰ᚰ࡟๰ᴗ⪅のᛮࢻࣥࣛࣈࢆ࠸໬

[оಅ࠰] 1934 ଯԧ)࠰ 9 (࠰

[ᆢ᩿ئ٥] 129.3 ɜ(39.2 (״

      è本ૅ店ӳᚘ

[ʙಅࢼʙᎍૠ] 16.0 ʴè本ૅ店ӳᚘ

[փಅ଺᧓] 9:00᳸19:30

[ଐ˞ܭ] Ƴし

[商品ನ঺]

ȷԧᓑ܇、芋ᓑ܇ 100.0%

[店ᑄ৑נ地] ؖྚჄɥ૾࠯ࠊރ 1855

[URLȷSNS] https://www.saikaan-ooki.com/

[ኺփྸࣞ]

᳸あǓƕとうƷൢਤƪとᇰ᫊ƷたǊに᳸

Ɠᓑ܇を「まƝƜǖ」をᡂǊƯつƘǓ「ƓǋƯƳし」Ʒ࣎をǋƬƯᝤ٥しƓܲಮƕ

「ᇰ᫊」にƳƬƯ「あǓƕとう」と言ƬƯǋǒƑるようƳƓ店ȷƓᓑ܇をоǓまƢŵ

ƦしƯ、ᅶたƪǋ「ᇰ᫊」にƳƬƯ「あǓƕとう」ƷൢਤƪをƓܲಮとƦしƯː᧓

とσにσஊしƯƍきまƢŵ

1ᲨあǓƕとうƷൢਤƪをƓᓑ܇にᡂǊƯつƘǓ、ᇰ᫊とƓǋƯƳしƷ࣎でᝤ٥ƢるƜとでʴ

  ŷにज़ѣをɨƑ、ɭƷɶにᇰ᫊を࠼ǊƯƍきまƢŵ

2Შଐ本ƷׄܓをࢢるƓᓑ܇をоるととǋに、ૼしƍȋȸǺにӳƬたૹૼで፦ԛしƍƓᓑ܇Ʈ

  ƘǓにਪ৆しዓƚまƢŵ

3Შܤμȷ࣎ܤƷؕ本をǋとに「፦ԛしƘƳれよ」ƷൢਤƪをᡂǊƯスǿッフɟӷƓᓑ܇をつ

  ƘǓまƢŵ

4ᲨᅶたƪƸ、あǓƕとうƷൢਤƪとᇰ᫊ƷたǊに、࣬ƍǍǓをਤƪ、Ɠʝƍにݭ᣻し、ѕま

  し、яƚӳƍ、ЏᄰྻᄶしƳƕǒ঺ᧈしዓƚまƢŵ

         

日本経済新聞社賞

―菓子―

ンド化を進める為に大幅にリニューアルした。

現在は、「彩菓庵おおき」春日本店と「芋屋初代仙次郎」川越本店の 2 店舗の他、各

地での催事で販売を行っている。製造拠点として上尾市内に工場を持つ。

現当主で、4 代目。蔵の町としてしら

れる観光地、“小江戸”川越の支店は、

創業者の名前、仙次郎から取った。伝

統と流行とを兼ね備えたブランド化を

進めている。

[お店の経営ノウハウ]

現代表が就任した平成 22（2010）年以降、経営の見直しを行った。経営方針を明確

化し、従業員の声を聞き、長時間労働の解消など待遇改善を行うとともに、生産効率を

高めた。現在は、生産拠点としての工場、販売拠点としての春日本店に加え、観光地の

川越の支店との間で、スタッフ間の意志疏通を図るなど連携を強化。さつま芋菓子を

中心に現代にあった菓子のブランド化を進め、工場での効率の良い製造とともに各店

舗の販売計画を設定している。

春日本店では 30～40 代にターゲットを絞ったさつま芋

スイーツを展開。一方でリニューアルオープンした川越店

は、食べ歩きができるようにテイクアウト商品として多様

なさつま芋チップス、ソフトクリームなど川越ブランドを

推進している。

外部のアドバイスを取り入れ、様々な補助金を活用した

自動包装機、小型オーブン、デジタルサイネージ、ソフト

クリームサーバーなど経営改革を進める。

令和 1（2019）年以降の新型コロナウイルスによる影響

がとくに川越店に出たが、同社の原点のさつま芋のブラン

ド化を進めていたことが功を奏し、特性が違う販売チャン

ネルがあったことで、乗り切ることができた。

小江戸と言われる観光地にある

     「芋屋初代仙次郎」川越本店

食べ歩きできるようにと考案された、川越特産を生かしたテイク

アウト商品「さつま芋チップス」「川越☆モンブランソフト」

－ �� －



日本経済新聞社賞

―菓子―

[お店のᴫせ]

᫛和 9（1934）年、ᇸ⋢┴上尾市で、さつま芋の菓子の༺売をጞめる。

平成、ࡆあࡕ❧のᚋ、小売り店舗をࡑ 7（1965）年には上尾市の同社本店ᡤ在地に「彩

菓おおき」を開店さࡏた。

平成 13（2001）年、デࣃートなどの催事部㛛に販㊰をᗈࡆた。平成 26(2014)年には、

観光地小江戸川越に支店をオープン。᭦に令和 1 年(2019 年)にさつまいも菓子のブラ

኱ᮌ〇菓᭷㝈఍社 -ᙬ菓ᗡおお࣭ࡁⰞᒇึ௦௝ḟ㑻-

Ⱎ菓子ࢆ୰ᚰ࡟๰ᴗ⪅のᛮࢻࣥࣛࣈࢆ࠸໬

[оಅ࠰] 1934 ଯԧ)࠰ 9 (࠰

[ᆢ᩿ئ٥] 129.3 ɜ(39.2 (״

      è本ૅ店ӳᚘ

[ʙಅࢼʙᎍૠ] 16.0 ʴè本ૅ店ӳᚘ

[փಅ଺᧓] 9:00᳸19:30

[ଐ˞ܭ] Ƴし

[商品ನ঺]

ȷԧᓑ܇、芋ᓑ܇ 100.0%

[店ᑄ৑נ地] ؖྚჄɥ૾࠯ࠊރ 1855

[URLȷSNS] https://www.saikaan-ooki.com/

[ኺփྸࣞ]

᳸あǓƕとうƷൢਤƪとᇰ᫊ƷたǊに᳸

Ɠᓑ܇を「まƝƜǖ」をᡂǊƯつƘǓ「ƓǋƯƳし」Ʒ࣎をǋƬƯᝤ٥しƓܲಮƕ

「ᇰ᫊」にƳƬƯ「あǓƕとう」と言ƬƯǋǒƑるようƳƓ店ȷƓᓑ܇をоǓまƢŵ

ƦしƯ、ᅶたƪǋ「ᇰ᫊」にƳƬƯ「あǓƕとう」ƷൢਤƪをƓܲಮとƦしƯː᧓

とσにσஊしƯƍきまƢŵ

1ᲨあǓƕとうƷൢਤƪをƓᓑ܇にᡂǊƯつƘǓ、ᇰ᫊とƓǋƯƳしƷ࣎でᝤ٥ƢるƜとでʴ

  ŷにज़ѣをɨƑ、ɭƷɶにᇰ᫊を࠼ǊƯƍきまƢŵ

2Შଐ本ƷׄܓをࢢるƓᓑ܇をоるととǋに、ૼしƍȋȸǺにӳƬたૹૼで፦ԛしƍƓᓑ܇Ʈ

  ƘǓにਪ৆しዓƚまƢŵ

3Შܤμȷ࣎ܤƷؕ本をǋとに「፦ԛしƘƳれよ」ƷൢਤƪをᡂǊƯスǿッフɟӷƓᓑ܇をつ

  ƘǓまƢŵ

4ᲨᅶたƪƸ、あǓƕとうƷൢਤƪとᇰ᫊ƷたǊに、࣬ƍǍǓをਤƪ、Ɠʝƍにݭ᣻し、ѕま

  し、яƚӳƍ、ЏᄰྻᄶしƳƕǒ঺ᧈしዓƚまƢŵ

         

日本経済新聞社賞

―菓子―

ンド化を進める為に大幅にリニューアルした。

現在は、「彩菓庵おおき」春日本店と「芋屋初代仙次郎」川越本店の 2 店舗の他、各

地での催事で販売を行っている。製造拠点として上尾市内に工場を持つ。

現当主で、4 代目。蔵の町としてしら

れる観光地、“小江戸”川越の支店は、

創業者の名前、仙次郎から取った。伝

統と流行とを兼ね備えたブランド化を

進めている。

[お店の経営ノウハウ]

現代表が就任した平成 22（2010）年以降、経営の見直しを行った。経営方針を明確

化し、従業員の声を聞き、長時間労働の解消など待遇改善を行うとともに、生産効率を

高めた。現在は、生産拠点としての工場、販売拠点としての春日本店に加え、観光地の

川越の支店との間で、スタッフ間の意志疏通を図るなど連携を強化。さつま芋菓子を

中心に現代にあった菓子のブランド化を進め、工場での効率の良い製造とともに各店

舗の販売計画を設定している。

春日本店では 30～40 代にターゲットを絞ったさつま芋

スイーツを展開。一方でリニューアルオープンした川越店

は、食べ歩きができるようにテイクアウト商品として多様

なさつま芋チップス、ソフトクリームなど川越ブランドを

推進している。

外部のアドバイスを取り入れ、様々な補助金を活用した

自動包装機、小型オーブン、デジタルサイネージ、ソフト

クリームサーバーなど経営改革を進める。

令和 1（2019）年以降の新型コロナウイルスによる影響

がとくに川越店に出たが、同社の原点のさつま芋のブラン

ド化を進めていたことが功を奏し、特性が違う販売チャン

ネルがあったことで、乗り切ることができた。

小江戸と言われる観光地にある

     「芋屋初代仙次郎」川越本店

食べ歩きできるようにと考案された、川越特産を生かしたテイク

アウト商品「さつま芋チップス」「川越☆モンブランソフト」

－ �� －


